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（２） 

                        

　
特
定
高
齢
者
個
別
の
対
象
者
ご

と
に
作
成
さ
れ
る
介
護
予
防
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
、「
運
動
器
の
機
能
向

上
」、「
栄
養
改
善
」
及
び
「
口
腔
機

能
の
向
上
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

 

　 
                  

　
介
護
保
険
（
要
支
援
・
要
介
護

状
態
）
該
当
に
な
る
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
高
齢
者
（
特
定

高
齢
者
）
を
対
象
と
し
て
、
寝
た

き
り
予
防
及
び
心
と
体
の
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
、
平
成
19
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
延
10
名

の
特
定
高
齢
者
が
運
動
教
室
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
等
に
参
加
し
、
個
別

計
画
に
基
づ
い
て
、
高
齢
者
個
々

の
特
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
簡
単
に

楽
し
く
参
加
で
き
る
教
室
と
し
て
、

ま
た
自
宅
等
に
お
い
て
も
継
続
的

に
運
動
し
続
け
る
こ
と
に
よ
り
健

康
な
体
・
要
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
強
い
体
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

   

　
こ
の
教
室
の
趣
旨
は
、
も
ち
ろ
ん
参
加

さ
れ
て
い
る
方
の
体
力
（
生
活
機
能
）
の

向
上
及
び
健
康
づ
く
り
で
す
が
、
そ
れ
を

よ
り
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
積
極
的
に
、

ま
た
継
続
的
に
日
常
生
活
に
運
動
を
取

り
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
こ
の
“
あ

お
ば
と
☆
げ
ん
木
塾
”
で
ス
タ
ッ
フ
一

同
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
が
楽
し
ん
で
運
動
を
行
え
る
雰
囲

気
づ
く
り
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

　
教
室
の
内
容
と
し
て
は
高
齢
の
方
に

も
あ
ま
り
体
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
道

具
（
ゴ
ム
バ
ン
ド
、
ソ
フ
ト
ジ
ム
他
）
な

ど
を
使
っ
て
の
筋
力
を
向
上
さ
せ
る
運

動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
自
宅
で
実
践
で

き
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、

教
室
の
最
初
と
最
後
で
そ
れ
ぞ
れ
体
力

測
定
を
行
い
、
皆
さ
ん
効
果
が
出
て
い
る

よ
う
で
す
。
現
在
は
逆
に
ス
タ
ッ
フ
も
参

加
者
か
ら
元
気
を
頂
い
て
ま
す
。 

　
最
後
に
、
歳
を
重
ね
て
い
き
ま
す
と
、

様
々
な
身
体
の
機
能
は
衰
え
て
い
き
、
そ

う
し
た
状
態
が
続
く
と
健
康
も
害
わ
れ
、

日
常
生
活
に
も
支
障
を
き
た
す
こ
と
も

十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
体
力

の
低
下
を
防
ぎ
、
充
実
し
た
日
常
生
活
に

少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。 

   

　
私
が
、
”あ
お
ば
と
☆
げ
ん
木
塾
“
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
て
約
１
年
経
ち
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

大
変
な
ご
苦
労
を
経
験
さ
れ
な
が
ら
、
一

生
懸
命
生
き
て
来
ら
れ
た
話
し
や
、
野
菜

の
育
て
方
、
漬
物
の
漬
け
方
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
事
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
の

方
が
勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
ま

た
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
達
も
明
る
く
パ
ワ
ー

が
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
教
室
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
木
城
町
で
は
、「
住
み
慣
れ
た
木
城
の
ま
ち
で
生
き
生
き
と
安
全
・
安
心
・
健
康
に
ふ
れ
あ
い
安
ら
ぎ
と
思

い
や
り
を
育
み
、
活
動
的
で
生
き
が
い
に
満
ち
た
ひ
と
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
健
康
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
町
づ
く
り
を
進
め
、
特
に
、
地
域
の
生
活
支
援
の
取
り
組
み
な
ど
と
連
動
し
、
介
護
予
防
事
業
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。 

　
同
時
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
年
齢
や
介
護
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
安
心
し
て
充
実

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、「
地
域
で
支
え
合
う
力
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
自
助
・
共

助
・
公
助
が
適
切
に
連
携
し
、
み
ん
な
が
共
存
す
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
本
町
は
、9
月
1
日
現
在
で
65
歳
以
上
が
1
6
0
0
人
で
、
そ
の
う
ち
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
、

8
8
1
人
と
増
加
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
化
率
は
、29
・
7
％
と
全
国
・
県
よ
り
も
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。 

特
定
高
齢
者
施
策 

1
介
護
予
防
事
業
の
取
り
組
み 

※
特
定
高
齢
者
と
は
・
・
・ 

 

　
生
活
機
能
が
低
下
し
て
い
て
、

介
護
が
必
要
と
な
る
恐
れ
の
あ

る
虚
弱
な
高
齢
者
で
あ
り
、
毎

年
実
施
さ
れ
る
健
診
（
特
定
健
診
）

と
合
わ
せ
て
実
施
す
る
生
活
機

能
評
価
で
、
要
支
援
及
び
要
介

護
状
態
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と

認
定
さ
れ
た
方
が
『
特
定
高
齢
者
』

に
な
り
ま
す
。 

◆
あ
お
ば
と
☆
げ
ん
木
塾 

（
地
域
支
援
事
業
特
定
高
齢
者
通

　所
事
業
‥
運
動
器
の
機
能
向
上
） 

【
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
午
後
3
時
00
分
】 

◎
管
理
栄
養
士 

横
山
晶
子
さ
ん 

◎
健
康
運
動
指
導
士 

柄
本
幸
寿
さ
ん 
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◆あおばと☆げん木塾参加者からの感想◆ 

税田　郁男さん（岩渕上） 
昨年から参加しています。 
この教室で学んだこと、毎日朝夕
の散歩、前後の準備と整理運動を
実行するように心がけています。 

田中　恭子さん（御池） 
この教室に参加してから、足腰の
痛みがとれて、杖なしで大分歩け
るようになりました。皆さんとも
友達になり、楽しい一日です。 
家でも少しずつストレッチをして
います。 

鹿嶋　ヤエさん（町上） 
以前は人との会話があまり好きではな
かったが、この教室に参加するように
なり、皆さんと気軽に話せるようにな
り気分も明るくなりました。 
子供たちからも“明るくなったネ”と
言ってくれ、毎週この日を楽しみにし
ています。 

黒木ヨシエさん（岩戸） 
昨年から参加し、１年が経ちまし
たが、できなかった正座もできる
ようになりました。友達もできて
毎週楽しみにしています。 

中島八重子さん（中川原住宅） 
自宅にいても何もしないため、毎
週の教室参加を楽しみにしていま
す。 

本田壽美子さん（中川原） 
教室に参加してから身体が大分楽
になり、皆さんと会えるのを毎週
楽しみにしています。 

原　朋子さん（重木） 
運動（体操）に参加した後は気持
ち良く、皆さんとの時間が楽しい
です。 
家でも時々歩いていますが、足の
ふらつきが治ればうれしいです。 

阿部ケサ子さん（重木） 
先月から参加していますが、足腰
の痛み大分良くなりました。これ
からも続けていきたいと思います。
皆さんとの交流も楽しく、時間が
経つのも早く感じます。 

緒方フミエさん（出店北） 
今年から参加していますが、初め
の頃に比べて足腰が軽くなりまし
た。 
買い物などでの階段も楽になり、
少しずつ良くように続けて参加し
たい。 

  
　
高
齢
者
の
自
主
的
・
主
体
的
な

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
日
々
の

生
活
の
中
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
健
康
意
識
や
健
康
習

慣
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

      

　
昨
年
度
ま
で
の
特
定
高
齢
者
通

所
事
業
（
あ
お
ば
と
☆
げ
ん
木
塾
）

の
参
加
者
及
び
一
般
高
齢
者
を
対

象
と
し
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
毎

日
楽
し
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
運

動
や
栄
養
の
教
室
を
定
期
的
に
開

　 

            
催
し
て
い
ま
す
。 

●
教
室
の
内
容
は
、 

①
運
動
教
室
‥
健
康
運
動
指
導
士

に
よ
る
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
、

ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
、
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指
導
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
等 

②
栄
養
教
室
‥
管
理
栄
養
士
に
よ

　 

る
低
栄
養
・
骨
を
強
く
す
る
食

生
活
指
導
、
食
事
栄
養
指
導
、

実
際
食
べ
て
い
る
食
事
の
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
。 

③
口
腔
教
室
‥
口
腔
ケ
ア
に
関
す

る
講
話
、
健
口
指
導
、
唾
液
腺

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
顔
面
体
操
、
舌

体
操
な
ど
。 

④
落
語
教
室
‥
落
語
を
聞
い
て
見

て
の
表
情
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
を
兼

ね
備
え
た
”笑
い
の
教
室
“。 

⑤
美
容
教
室
‥
化
粧
や
お
し
ゃ
れ

の
指
導
、
表
情
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
。 

  

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
健
康
教
室
や
健
康
相
談
の
ほ
か

に
、
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
単
位
で

介
護
予
防
教
室
等
を
実
施
し
、
健

康
の
維
持
・
増
進
の
た
め
、
認
知

　 

症
や
閉
じ
こ
も
り
予
防
な
ど
、
介

護
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓

発
を
図
り
、
自
宅
・
地
域
に
お
け

る
継
続
的
活
動
の
支
援
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
　 
  

　
今
年
度
よ
り
、
中
之
又
地
区
に

　 
 

お
い
て
月
に
1
回
（
第
3
火
曜
日
）

実
施
。 

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、健
康
体
操
、口

腔
ケ
ア
、運
動
教
室
、栄
養
指
導
、屋

外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
毎
月

の
テ
ー
マ
ご
と
に
楽
し
み
な
が
ら

体
を
動
か
す
教
室
を
始
め
ま
し
た
。 

 

◆
介
護
予
防
教
室 

◆
こ
ぶ
山
学
級（
介
護
予
防
教
室
） 

※
各
種
教
室
か
ら
自
宅
で
も
気
軽

に
取
り
組
め
る
運
動
等
を
習
得
し
、

毎
日
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
日
々

の
楽
し
い
生
活
と
元
気
な
体
を
保

ち
ま
し
ょ
う
！ 

　
ま
た
、
地
域
に
お
い
て
も
予
防

の
意
識
を
広
げ
、
み
ん
な
で
積
極

的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
！ 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

木
城
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
２
―
２
７
２
９ 

福
祉
保
健
課
介
護
保
険
係 

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
２
―
４
７
３
４ 

一
般
高
齢
者
施
策 
2◆

介
護
予
防 

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室 

（
地
域
支
援
事
業
一
般
高
齢
者
通

　所
事
業
） 

【
第
2
・
4
木
曜
日
】 
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　木城町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定に基づき、本町の人
事行政の運営等の状況の一部ついて、次のとおり公表します。木城町における職員の任
用や定員、給与、勤務条件の状況等を公表することで、本町の人事行政の公正性と透明
性を高めることを趣旨としています。 

※退職は平成21年3月31日 

1．職員の任免及び職員数に関する事項 

2．職員の給与に関する事項 

※その他は「介護保険」「国民健康保険」「後期高齢者医療」 

（注）職員手当に退職手当は含みません。 

区　　　　分 採　　　用 退　　　職 
0 0

0 0
一 般 行 政 職  

計 

区　　分 
部　　門 

職　　員　　数　（人） 対 前 年 増 減 数　（人） 

一般行政（福祉除く） 

福　祉（民生、衛生） 

教 育  

上 下 水 道  

そ の 他  
計 
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（２） 部門別職員数の推移 （各年4月1日現在） 

（１） 職員給与費の状況（普通会計当初予算） 

285,512 40,982 116,943 443,437 5,75977

区　　　分 職　員　数 
給　　　　　与　　　　　費 

平 成 2 0 年 度  

給 料  職 員 手 当  期末・勤勉手当 計 
1人当り
給与費  

人 千円 千円 千円 千円 千円 

（２） 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成20年度） 

区　　　分 平均給料月額 平　均　年　齢 

一 般 行 政 職  308,300 円 39.5 歳 

（３） 職員の初任給の状況 

区　　　　　分 初　　任　　給 

一 般 行 政 職  
大 学 卒  

高 校 卒  

161,600

140,100
円 

円 

（４） 給料表の級別職員数の状況（平成21年1月1日現在） 

2 19 42 13 5 8 89

2.3 21.3 47.2 14.6 5.6 9.0 100

標 準 的 な  
職 務 内 容  

 
主 事  
技 師  

 
主 事  
技 師  

係 長  
主 査  
主 任 主
事 

 保 育 所
長 
課 長 補

 
課 長  
専 門 監  

 

課 長  

区　　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 

 
計 

職 員 数  （人） 

構 成 比  （％） 

（１） 職員の採用・退職の状況（平成20年度） （単位：人） 
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3．職員の勤務時間その他勤務条件に関する事項 

（５） 職員手当の状況（平成20年度） 

期末・勤勉手

勤 続 年 数  

2 0 年 

2 5 年 

3 5 年 

最高限度額  

支　　給　　割　　合 

支　　給　　率 
3 . 0

期 末 手 当 

自 己 都 合 

1 . 5

勤 勉 手 当 

勧奨・定年 
2 3 . 5 0 

3 3 . 5 0 

4 7 . 5 0 

5 9 . 2 8

3 0 . 5 5 

4 1 . 3 4 

5 9 . 2 8 

5 9 . 2 8

区　　　分 木　　　城　　　町 国 

3 . 0

期 末 手 当 

自 己 都 合 

1 . 5

勤 勉 手 当 

勧奨・定
2 3 . 5 0 

3 3 . 5 0 

4 7 . 5 0 

5 9 . 2 8

3 0 . 5 5 

4 1 . 3 4 

5 9 . 2 8 

5 9 . 2 8

退
　
職
　
手
　
当 

（６） 特別職の報酬等の状況（平成20年度） 

区　　　分 

町 長  

副 町 長  

教 育 長  

議 長  

副 議 長  

議 員  

月　　　　額 
円 

円 

円 

円 

円 

円 

期末手当の支給割合 

報
　
酬 

給
　
料 

6月期 

12月期 

計 

1 . 6 0 月 

1 . 7 5 月 

3 . 3 5 月 

7 0 4 , 0 0 0 

5 6 2 , 0 0 0 

5 3 6 , 0 0 0 

3 0 3 , 0 0 0 

2 2 5 , 0 0 0 

2 1 1 , 0 0 0

（１） 職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）（平成20年度） 

1週間の勤務時間 

4 0 時間 8 時 2 0 分 1 7 時 2 0 分 

開始時間 終了時間 

5．職員の研修及び勤務成績の評定に関する事項（平成20年度） 
（１） 職員の研修の状況 

（２） 職員の勤務成績の評定状況 
　平成20年度から試行中 

4．職員の分限及び懲戒処分に関する事項（平成20年度） 

（２） 懲戒処分者　　　な　し（平成20年度） 

（１） 分限処分者数　　な　し（平成20年度） 

研　修　区　分 研 修 回 数 参　加　者 備　　　考 
8 

8 

2 

1 

 

1 

1 

 

 

21

9 

19 

2 

1 

 

85 

1 

 

 

117

市町村振興協会・一般研修 

市町村振興協会・能力開発研修 

市町村振興協会・専門研修 

市町村振興協会・人材育成研修 

市町村振興協会・出前研修 

独自研修（宮崎県町村会支援事業） 

宮崎県市町村課実務研修 

市町村アカデミー 

その他の研修 

計　 



（６） 

（木城町ふれあいのつばさ実行委員会） 

「今後の君たちの活躍を期待しています。」 
【解団式：上田好昭団長】 

沖縄の海を満喫中！　【海中道路ビーチ】 え～あれに登るの！　【勝連城跡／世界遺産】 

いちゃりばちょ～で～！！　（みな兄弟） 
どう？この腰使い！？　【交流会】 

清掃と献花をしました。　【ひむかいの塔】 

　「ふれあいのつばさ２００９」が、８月２１日（金）～２４日（月）までの３泊４日で開催されました。沖縄県うる
ま市の方々と交流活動やホームステイ等を通して、自主性や協調性を培い、学校や地域活動でのリーダーとして活
躍できる子どもの育成を目的としています。 
　本事業は、隔年ごとに訪問しあい今年で１９年目をむかえる伝統ある事業です。今回は町内の小中学生３２名、
引率者１０名の計４２名で訪問してきました。海洋レクレーションや南部戦跡視察など、とても貴重な体験ができ
ました。 
　この経験を生かし、良きリーダーとして学校などで活躍できることを期待しています。 
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　９月６日（日）に自治公民館親善ソフトボール大会が
開催されました。合計１２チーム（１１地区１５５名）
の参加申込があり、町内３会場（山塚運動広場２会場、
木城小学校Ｇ１会場）において熱戦が繰り広げられま
した。各クラスの成績については、次のとおりです。 
 
 
 
 
　たくさんの珍プレー、好プレーが飛び出し、大変盛り
上がりました。また、地域住民の親睦を深めるとともに、
健康増進や体力向上が図られました。 

　８月２日（日）に子ども会ふれあい球技大会が町体育
館で開催され、男子はドッジボールを（低学年３チーム・
高学年３チーム）、女子はミニバレーボール（８チーム）
で競技を競いました。 
　結果は、男子ドッジボール低学年の部がスーパー、高
学年の部がチームまつきよ、女子ミニバレーボールの
部は中川原住宅子ども会が優勝しました。 
　なお、女子の部で優勝した中川原住宅子ども会と男
子選抜チーム（ソフトボールの部)は、同月２２日(土)に
高鍋町で開催された郡子ども会親善球技大会に出場。
男女とも惜しくもリーグ戦敗退となりました。 

● 全町民対象事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 青少年教育対象事業・学校行事 
 
 
 
 
 
● 高齢者・女性対象事業 

 
１１月　１日（日） 
 
１１月１５日（日） 
 
１２月２０日（日） 
 
１２月２０日（日） 
 
 
１１月１４日（土） 
 
１１月２４日（火） 
 
 
 
１１月２９日（日） 
１１月１１日（水） 
１２月　１日（火） 
１２月　３日（木） 
１２月１１日（金） 

 
木城町民文化祭（いきいき作品発表会）
３日まで 
児湯郡自治公民館対抗バレーボール大
会（高鍋町） 
第５４回児湯郡町村対抗駅伝競走大会 
（都農町～新富町） 
木城っ子安全守る隊応援パレード（町内） 
 
 
木城子どもフェスタ（川原自然公園） 
１５日まで 
学校公開週間（木城小・木城中） 
２７日まで 
 
 
木城町女性のつどい大会（木城町体育館） 
福寿大学中央学級（福祉センター） 
福寿大学中之又学級視察（宮日・県庁） 
福寿大学石河内学級視察（宮日・県庁） 
福寿大学中央学級（福祉センター） 

行事等のお問い合わせは、役場教育課　社会教育係まで 
お問い合わせください。　　【電話：３２－４７３１】 

Ａクラス 

高 城 在  

出 店 Ａ  

 

優 勝  

準 優 勝  

Ｂクラス 

岸立団地 

田 神  

Ｃクラス 

中椎木Ｂ 

岩 戸  

☆これからも少年団は、『わ』を広げます！！☆ 

　９月１２日（土）に木城スポーツ少年団本部フェ
スタを町体育館で開催しました。フェスタのプロ
グラムは木城駐在所迫分所長と、防犯アドバイザ
ーによる実技を交えた講習会で、防犯の意識を高
めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　景観美化活動では、町体育館横の歩道に花の寄
せ植えをしたプランターを並べました。私たちが
使う施設をきれいに飾り、町民のみなさんにも気
持ちよく使ってもらいたい…、という気持ちをこ
めて作業しました。 

（防犯・不審者対策講習会） 
　『不審者にあったら 
　　　　引き返す事が大事』 

（景観美化活動） 
『みんなで協力！』 
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第
30
回
記
念
国
際
・
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
愛
知
大
会
）

に
泥
谷
久
光
さ
ん
（
78
歳 

下
鶴
在
住
）
が
宮
崎
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。 

　
成
績
は
、
60
ｍ
（
Ｍ
75
の
部
）
が
９
秒
01
で
２
位
、
１
０
０
ｍ
（
Ｍ
75
の
部
）

が
13
秒
98
で
１
位
、
２
０
０
ｍ
（
Ｍ
75
の
部
）
が
29
秒
00
で
１
位
で
し
た
。
こ
の

２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
記
録
は
、
追
い
風
参
考
な
が
ら
日
本
記
録
を
上
回
る
記
録

で
し
た
。
さ
ら
に
、
10
月
11
日
に
行
わ
れ
た
第
26
回
九
州
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競

技
選
手
権
で
は
、
２
０
０
ｍ
（
Ｍ
75
の
部
）
で
文
句
な
し
の
日
本
新
記
録
29
秒
35

（
前
日
本
記
録
　
29
秒
42
）
を
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。
仕
事
を
終
え
た
夕
方
、
毎
週

２
回
〜
３
回
は
本
格
的
な
練
習
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
泥
谷
さ
ん
。
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
大
い
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
”世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
に
出
場
さ
れ
な
い

の
で
す
か
？
“
と
い
う
問
い
に
”10
日
間
く
ら
い
家
を
空
け
ん
と
い
か
ん
か
い

な
〜
“
と
答
え
る
泥
谷
さ
ん
。
ぜ
ひ
、
世
界
の
舞
台
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た

い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

                   

　
10
月
１
日
（
木
）
定
例
教
育
委
員
会
が
行
わ
れ
、
５
名
の
教
育
委
員
に
よ
る
互

選
に
よ
り
教
育
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。
小
野
教
育
長
は
木

城
町
川
原
出
身
で
、
大
学
卒
業
後
、
宮
崎
県
立
高
校
に
赴
任
さ
れ
教
育
現
場
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
野
教
育
長
が
掲
げ
る
教
育
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。 

○
キ
ャ
リ
ア
教
育 

　
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、
小
さ
い
頃
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
で
レ
ー
ル
（
道
筋
）

を
つ
け
た
い
。
目
標
を
持
た
せ
る
こ
と
で
い
き
い
き
と
育
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

○
子
ど
も
社
会
の
復
活 

　
少
子
化
が
進
展
し
て
い
る
昨
今
、
子
ど
も
同
士
の
中
で
の
ル
ー
ル
が
な
く
な
っ

た
。
地
区
の
公
民
館
に
行
け
ば
誰
彼
な
し
に
遊
び
に
き
て
い
て
、
自
然
に
先
輩
・

後
輩
の
役
割
を
体
験
し
、
そ
の
中
で
大
事
な
も
の
を
覚
え
て
い
く
社
会
。 

○
ひ
と
り
一
役
運
動 

　
便
利
な
世
の
中
に
な
り
、
電
化
、
機
械
化
の
発
達
で
子
ど
も
の
出
番
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
地
域
・
学
校
・
家
庭
の
中
で
役
割
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
子

ど
も
に
自
信
を
持
た
せ
た
い
。 

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

10
月
１
日（
木
） 

小 野 順 章さん 
（川原） 

お の よし あき 

泥 谷 久 光 さん 

（７８歳　下鶴） 

ひじ や ひさ みつ 



（９） 

このコーナーは、毎回町内在住・勤務されて 
いるいろんな方々に登場していただきます。 
　さて、今回登場するのは、この人！ 

　私は木城町の新しいＡＬＴで、
名前をマシュー・ハミルトンとい
います。どうぞ、マシューと呼ん
でください。私は２６歳で、イギ
リス出身です。私は日本語と政治
学をシェフィールド大学で学びま
した。４年間日本に住んでいて、
少し日本語を話すことができます
が、まだ勉強中です。もし、私の
日本語がおかしいときにはどうぞ

教えてください。 

　２００６年８月に日本に来て、１年間西米良でその後２
年間小林で英語を教えていました。今回、木城で楽しく児
童や生徒と一緒に勉強できることを期待しています。 

　今までの３年間で相撲をしたり、温泉に行ったり、日本
の文化面をたくさん経験することができました。剣道や空
手も経験しました。木城でもまだ知らないことをたくさん
経験してみたいと思います。 

　いつでも気軽に私に声をかけてください、そして遠慮な
く私のおかしな日本語をなおしてくださいね。最後に、ぜ
ひ私が経験できるようなことがあったら誘ってください、
絶対一緒に参加したいと思います。 

マシュー 

Hello everyone,  

I am Kijo`s new ALT. My name is Matthew 
Hamilton but please call me マシュー。 
I am 26 years old and come from the UK. I studied 
Japanese and Politics at Sheffield University and I 
have lived in Japan for 4 years now. So I can speak 
a little Japanese but I am still learning so please 
correct my Japanese if I make a mistake. 

I came to Japan in August 2006 and spent one year 
teaching English in Nishimera before spending two 
years teaching in Kobayashi. Now I am in Kijo and 
I look forward to teaching the children and students 
here too. 

Over the last three years I have experienced many 
aspects of Japanese culture from Sumo wrestling to 
going to the onsen as well as tried many activities 
such as Kendo and Karate. However I am still 
looking forward to having new experiences here in 
Kijo.  

So please say hello, correct my Japanese, and if you 
invite me to try something I will probably say yes. 

Matthew Hamilton 
Aka マシュー 

マシュー・ハミルトン 

い とう き あ 

伊 藤 安 希 さん（２３歳）　川原 
 ◇お 仕 事：会社員　◇趣味：読書 
◇家族構成：両親、祖母、姉２人との６人家族 

　イギリスから帰ってきて一年半が経ちました。落ち込んだりも
したけれど、私は元気です。“若いうちに広い世界をみて、自分の
感性を磨きたい”そう思ってロンドンに２年間留学しました。そこ
で語学学校に通いました。友達ができました。地下鉄に乗りました。
焼酎をおぼえました。フランス人とケンカしました。空を飛びまし
た！車にはねられて・・・。夢は絵本をつくって世界中のひとに感
動を与えることです。ちなみに今は養豚の仕事をしています。人生
何がどうなるか全くわからないですね！みんな！Ｌｏｖｅ＆Ｐｉｇ！ 
 

 
 
　常々思っているのが、いつの日か姉２人が結婚して離れていくのだと思うと悲しくてならないということ
です。Ｓｏ　Ｓａｄ！ 
 
 
 
　私は木城町で、木を愛で蟲を愛で、そしてイノシシたちとだいたい同じ山道を歩み育ちました。そのおかげ
で今の私があると思っています。モネの睡蓮（スイレン）よりも木城のオニハス！！Ｗｅ　Ｌｏｖｅ　Ｋｉｊｏ♪ 

●自己紹介 

●その他・・・コメント 

●最近の出来事！思い！ 

（海外に留学！うらやましいです。 
　　　　その経験を今後に生かしてください・・・） 

（う～ん姉妹愛ですね！お姉さん２人もそう思っているのですよ。きっとＳｏ　Ｓａｄ！） 

（いろんな経験から今の自分がここにある訳ですね！夢に向かって１歩づつ前進してください！　～565～） 
ゴ ル ゴ 
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４６ 

「大友宗麟が攻め落とせなかった高城」 

      

　
今
回
は
、こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
島
津
兄
弟
と
高
城
合
戦
で
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
き
た
大

友
氏
の
武
将
、大
友
宗
麟
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
大
友
宗
麟
は
、享
禄
三
年（
一
五
三
〇
年
）大
友
家
の
第
二
十
代
当
主
で
あ
る
義
鑑（
よ
し
あ

き
）の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。幼
名
は
塩
法
師
と
い
い
、十
一
歳
で
元
服
し
五
郎
と
名
乗

り
、室
町
幕
府
の
将
軍
で
あ
る
足
利
義
晴
の
一
字
を
取
り
、義
鎮（
よ
し
し
げ
）と
称
し
ま
し
た
。 

　
大
友
氏
は
、鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
豊
後
国（
今
の
大
分
県
）の
守
護
と
し
て
、

そ
の
地
位
を
保
持
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
間
は
安
泰
と
は
言
え
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。 

　
父
で
あ
る
義
鑑
は
、義
鎮
の
異
母
弟
で
あ
る
塩
市
丸
に
家
督
を
譲
ろ
う
と
画
策
し
よ
う
と
企

み
ま
し
た
。
天
文
一
一
年
（
一
五
五
〇
年
）
二
月
に
そ
れ
に
対
し
て
義
鎮
の
重
臣
が
察
知
し
謀

反
を
起
こ
し
、
塩
市
丸
と
母
を
暗
殺
し
ま
し
た
。
こ
の
政
変
を
二
階
崩
れ
の
変
と
言
い
、
こ
の

後
に
義
鎮
は
大
友
氏
の
家
督
を
相
続
し
、第
二
十
一
代
当
主
と
な
り
ま
す
。 

　
そ
の
後
、豊
後
国
・
肥
後
国（
今
の
熊
本
県
）・
筑
後
国（
今
の
福
岡
県
南
部
）の
守
護
職
を
得
、 

さ
ら
に
は
、豊
前
国（
今
の
福
岡
県
東
部
及
び
大
分
県
北
部
）・
筑
前
国（
今
の
福
岡
県
西
部
）は

守
護
職
以
外
に
九
州
探
題
職
を
与
え
ら
れ
、北
九
州
地
域
に
お
け
る
支
配
力
を
手
に
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
義
鎮
は
大
友
氏
に
お
け
る
全
盛
期
の
地
盤
を
築
き
上
げ
、
そ

の
後
も
足
利
将
軍
家
に
援
助
を
続
け
、室
町
幕
府
と
い
う
中
央
政
権
と
の
交
渉
を
行
い
、政
治

的
財
産
を
手
に
入
れ
ま
す
。そ
し
て
、永
禄
五
年（
一
五
六
二
年
）に
は
、出
家
し
て
宗
麟
と
名

乗
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
北
九
州
地
方
の
支
配
権
は
、
大
友
氏
の
独
占
と
は
言
い
難
く
、
中
国
地

方
か
ら
の
毛
利
氏
の
攻
撃
や
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
年
）
肥
後
国
に
お
け
る
龍
造
寺
氏
と
の

戦
い
で
あ
る
今
山
の
戦
い
で
は
大
敗
を
喫
し
て
、和
睦
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
、勢

力
の
膨
張
を
許
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
又
、そ
の
頃
の
南
九
州
方
面
で
は
、元
亀
三
年（
一
五
七
二
年
）、薩
摩
国（
今
の
鹿
児
島
県
）

か
ら
新
興
勢
力
と
し
て
そ
の
頭
角
を
現
し
て
き
た
島
津
義
弘
率
い
る
軍
勢
が
木
崎
原（
え
び
の

市
）の
戦
い
に
て
伊
東
義
祐
率
い
る
軍
勢
を
打
ち
破
り
、勢
力
分
布
の
様
相
が
変
化
を
見
せ
始

め
て
き
た
状
況
で
し
た
。こ
の
戦
い
で
敗
北
を
喫
し
た
義
祐
は
、友
好
関
係
で
あ
っ
た
大
友
氏

に
救
援
を
求
め
て
、
そ
れ
を
聞
い
た
、
宗
麟
は
田
原
親
賢
（
た
わ
ら
ち
か
か
た
）
を
大
将
と
し

て
、日
向
国（
今
の
宮
崎
県
）の
高
城
ま
で
攻
撃
を
仕
掛
け
よ
う
と
し
ま
す
。 

　
し
か
し
、大
友
氏
の
家
臣
の
間
で
は
、こ
の
戦
い
に
つ
い
て
時
期
尚
早
と
主
張
す
る
も
の
や
、

積
極
的
に
戦
う
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
な
ど
意
見
が
折
り
合
わ
な
い
状
況
で
出
陣
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
肝
心
の
当
主
で
あ
る
宗
麟
に
お
い
て
は
、
高
城
ま
で
攻
め
に
こ
ず
、
延
岡
方

面
ま
で
し
か
来
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。当
時
の
宗
麟
の
心
境
は
戦
い
そ
の
も
の
よ
り

も
、キ
リ
ス
ト
教
に
の
め
り
込
み
、そ
う
い
っ
た
様
相
も
家
臣
を
ま
と
め
き
れ
な
か
っ
た
原
因

の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
高
城
の
戦
い
は
天
正
六
年
（
一
五
七
八
年
）
に
行
わ
れ
、
こ
の
戦
い
で
大
友
氏
は
敗
北

を
喫
し
、
豊
後
国
ま
で
命
か
ら
が
ら
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宗
麟
は
大

坂
城
ま
で
出
向
き
、豊
臣
秀
吉
に
救
援
を
求
め
て
、天
正
一
五
年（
一
五
八
七
年
）に
行
わ
れ
た

豊
臣
氏
の
軍
勢
と
島
津
氏
の
軍
勢
の
戦
い
で
は
、島
津
義
久
が
秀
吉
に
和
睦
を
申
し
入
れ
て
、

九
州
地
域
に
お
け
る
戦
国
絵
巻
の
様
相
は
落
ち
着
き
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、こ
の
天
正
一
五
年
の
豊
臣
秀
吉
の
九
州
征
伐
の
頃
に
宗
麟
は
病
に
倒
れ
ま
す
。秀
吉

は
島
津
氏
の
降
伏
後
、宗
麟
に
日
向
国
を
与
え
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、そ
の
頃
に
は
死
去
し
て

い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
以
上
の
よ
う
に
、大
友
宗
麟
は
豊

後
国
に
お
け
る
内
紛
を
解
決
し
て
、

北
九
州
に
お
け
る
支
配
権
を
手
中

に
収
め
た
か
に
見
え
ま
し
た
が
、そ

の
裏
で
は
、周
囲
の
攻
撃
に
大
い
に

苦
慮
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、キ
リ
ス
ト
教
に
魅
せ
ら
れ
て
、

家
臣
の
心
を
束
ね
る
姿
勢
を
忘
れ
、

晩
年
は
、大
友
家
の
当
主
と
し
て
は

惨
め
な
ほ
ど
の
転
落
ぶ
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
九
州
地
方
の

戦
国
時
代
の
代
表
的
武
将
と
し
て
、

波
乱
万
丈
の
一
生
を
過
ご
し
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。 

（
白
岩
　
修
） 

（
参
考
文
献
） 

「
戦
国
九
州
三
国
志
　
島
津
・
大
友
・
龍
造
寺
の
戦
い
」
二
〇
〇
八
年
　
学
研 

「
戦
国
武
将
　
島
津
義
弘
　
平
成
１８
年
度
　
開
館
２０
周
年
記
念
特
別
展
図
録
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
六
年
　
姶
良
町
歴
史
民
俗
資
料
館 

「
高
城
戦
記
」
山
内
　
正
徳
　
二
〇
〇
八
年
　
鉱
脈
社 
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＜材料４人分＞ 

＜作り方＞ 

１００ｇ 

１００ｇ 

１００ｇ 

１００ｇ 

２００ｃｃ 

大さじ３ 

大さじ２ 

大さじ２ 

大さじ４ 

２００ｇ 

１/２束 

生しいたけ 

しめじ 

エノキ茸 

むきえび 

出し汁 

酒 

みりん 

砂糖 

しょうゆ 

ご飯 

三つ葉 

地区やグループへ調理実習を 
行っています 

★ 調理実習の依頼・問い合わせは 

保健センター（℡ 32-4010）まで 
※食生活改善推進員と栄養士が地区にうかがいます。 

＜材料４人分＞ 
鶏ミンチ 

ごぼう 

にんじん 

れんこん 

さやいんげん 

めんつゆ 

ごま油 

白ごま 

１００ｇ 

1/2本 

1/2本 

１節 

１０本 

大さじ２ 

大さじ２ 

大さじ１ 

生しいたけは薄いせん切りにし、しめじは小房に分け、
エノキ茸は、半分に切ります。 
むきえびは、背ワタをとります。 
鍋に出し汁、酒、みりん、砂糖、しょうゆを煮立てキ
ノコ類とむきえびを加え、火が通ったら水溶き片栗粉
でトロミをつけます。（きのこあんの完成です） 
器にご飯を盛り、きのこあんをかけて三つ葉をのせて、
三つ葉を散らします。 

1

2

3

4

木城町食生活改善推進員 
＜レシピ提供＞ 

461Kcalエネルギー 
＜1人当り栄養価＞ 

楽しく 
ヘルシーメニュー 
作りませんか？ 

町健康教室にてバランスを考えた 
モデル食を提供しました。 

キノコ類に含まれる食物繊維は、コレ

ステロールや中性脂肪の吸収を抑える

働きがあります。低いエネルギーで食

事のボリュームをアップさせる、脱
メタボにはもってこい！の食材です。 

味付けは「めんつゆ」のみ！ 
　簡単な具沢山きんぴらです。 
　常備菜としても利用できます。 



【町 面 積】 146.02km2
【町の人口】 
【世 帯 数】 
【発　　行】 
【編　　集】 

（21年10月1日現在）　●人口 5,329人（先月比－7人）　●男 2,536人（－5人）　●女 2,793人（－2人） 
2,069世帯（先月比＋1世帯） 
木城町役場　〒884-0101 宮崎県児湯郡木城町大字高城1,227-1　TEL.0983-32-4725・FAX.0983-32-3440 
総務課 

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ご

と
に
、
色
鮮
や
か
な

野
菜
や
果
物
た
ち
が

会
話
し
て
い
ま
す
。 

「
き
み
き
み
、
ど
ん

な
き
ぶ
ん
？
」 

「
し
ん
せ
ん
な
き
ぶ

ん
？
」 

 

オ
レ
ン
ジ
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
、
普
段
は
見
慣
れ
た
野
菜

や
果
物
に
、
造
形
作
家
フ
レ
イ
マ
ン
が
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ

フ
で
切
り
込
み
を
入
れ
、
野
菜
で
作
っ
た
目
鼻
を
付
け

る
こ
と
で
生
ま
れ
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
情
が
新
鮮
で
す
。 

添
え
ら
れ
て
い
る
短
い
こ
と
ば
を
訳
し
た
の
は
、
日
本

語
の
達
人
で
も
あ
る
詩
人
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏
。

野
菜
た
ち
の
や
り
と
り
に
自
分
を
重
ね
な
が
ら
、 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
微
妙
な
作
用
を
体
験
で

き
る
と
い
う
、
面
白
い
試
み
の
絵
本
で
す
。 

９月２０日に、秋野亥左牟さ
んの講演会とワークショップ
がありました。午前中の講演
会では原画のスライドをみながらのトーク、作品
への想いなど楽しいお話でした。  
午後からは、一枚の大きな布に、みんなで自由に
絵を描きました。 
大人と、子どもが、それぞれのワールドに少しず
つ侵入し、ひとつになっていく、世界で一枚の絵
に大満足でした。 
 

木城えほんの郷では、『原初のかがやき　秋野亥左牟の世界展』
を１１月１５日（日）まで開催しています。 

サ
ク
ス
ト
ン・フ
レ
イ
マ
ン
、ジ
ュ
ー
ス
ト
・エ
ル
フ
ァ
ー
ズ
作 

ア
ー
サ
ー・
ビ
ナ
ー
ド
訳 

福
音
館
書
店
　
1
5
7
5
円　 

秋野亥左牟と絵を描こう！ 
～宇宙物語～ 

講 演 会 

11月8日（日） 10：30～12：00
アーサー・ビナード講演会 
テーマ　『アメリカのかちかち山の旅』 

～物語というメディアをみつめて～ 
　参加費　500円 

11月8日（日） 13：30～14：30
木坂涼さん、アーサー・ビナードさんといっしょに絵本や詩を楽しもう！ 

参加費　無料 

村長のがらくた筐 

黒木郁朝の世界展 
11月21日（土）～12月25日（日） 

木の実・草の実であそぼう 
12月13日（日） 10：00～ 

これからの企画 


